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中学生との
　 カフェ・ド・ギカイ

議会だより

役場議場にて



一
般
会
計
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
締
結

人
権
擁
護
委
員
の

選
任
に
同
意

町
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正

「
魅
力
を
感
じ
、
選
ん
で
も
ら
え
る
」

ま
ち
づ
く
り
を

追
加
議
案

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種

体
制
整
備

内
容

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
、

全
額
国
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

・
接
種
事
業
に６

３
７
５
万
円

・
接
種
体
制
確
保
事
業
に

３
９
０
０
万
円

接
種
事
業
の
概
要

・ 

初
回
（
１
・
２
回
）
接
種

が
終
了
し
た
12
歳
以
上
の

人
を
対
象
と
し
た
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン

接
種

・ 

小
児
（
５
～
11
歳
）
の
従

来
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
３

回
目
接
種
な
ど

　
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁

護
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

平
野
見
一
氏
を
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

任
期

　
令
和
５
年
１
月
1
日
か
ら

　
令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で

改
正
の
内
容

　
新
庁
舎
の
整
備
を
強
力
に

進
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的

な
組
織
と
す
る
た
め
、
元
気

あ
っ
ぷ
創
生
課
を
廃
止
し
、

新
庁
舎
整
備
課
を
新
設
す
る

も
の
で
す
。

　
な
お
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

に
関
す
る
こ
と
は
、
産
業
課

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

工
事
名

　
町
道
３
７
５
号
線

道
路
改
良
工
事

工
事
期
間

　
令
和
４
年
９
月
２
日
か
ら

　
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で

請
負
代
金

８
１
７
５
万
円

工
事
請
負
業
者

　
株
式
会
社
　
ア
ラ
イ
実
業

入
札
種
類

　
事
後
審
査
型
条
件
付

一
般
競
争
入
札

工
事
概
要

・
管
渠
型
側
溝
の
布
設

・
舗
装
工
事
な
ど

・
区
間
約
６
１
０
ｍ

ら
し
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

や
歳
入
の
確
保
な
ど
、
財
政

健
全
化
の
取
組
み
を
進
め
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
い
く
よ
う
望
み
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
町
民
の

生
活
実
感
を
上
げ
る
こ
と
に

尽
力
し
、
社
会
環
境
の
変
化

と
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
対
策
を
講
じ
、
町
民
と
協

働
の
も
と
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
事
業
の
選
択
と
集

中
を
図
り
、「
町
に
魅
力
を

感
じ
て
選
ん
で
も
ら
え
る
」

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

監
査
委
員
の
総
括
意
見

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
に
よ
り
、
予
定

さ
れ
て
い
た
事
業
の
み
な
ら

ず
、
本
町
の
社
会
・
経
済
活

動
全
体
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
も
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
の
歳

入
・
歳
出
の
差
引
額
は
、
６

億
２
３
８
８
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
お
り
、
財
政
力
指
数

も
０
・
７
７
３
で
、
本
町
の

財
政
状
況
は
、
健
全
な
水
準

に
あ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
引
き
続
き
公
共

施
設
の
老
朽
化
な
ど
へ
の
対

応
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
の

緊
要
の
行
政
課
題
に
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
施
策

の
優
先
順
位
を
的
確
に
判
断

し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
凝

可決原
案
全
て
を

町のお金は何にどう使われたか？

全事業総額195億

小林監査委員 鈴木代表監査委員
宝積寺駅

阿久津
小学校 町道375号線

道路改良工事
区間約610ｍ

町道375線（宝積寺地内）のインフラ整備

平野見一氏（平田）

全議案の採決結果

第
４
１
６
回
定
例
会

決
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時
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議
会
活
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委
員
会
審
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日
常
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3 議会だより たかねざわ（2022・10月号）

９月
定例会9883万円を認定

令和３年度　決算審査

第
４
１
６
回
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
13
日
ま
で
の
13
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
条
例
の
制
定
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
決
算
認
定
７
件
、
補
正
予
算
7
件
、

指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

１
件
の
計
24
議
案
の
ほ
か
、
諮
問
１
件
、
報
告
４
件
、
陳
情
１
件
、
最
終
日
に
追
加

議
案
と
し
て
、
議
員
発
議
意
見
書
１
件
、
補
正
予
算
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
５
人
の
議
員
が
行
い
、
魅
力
Ｐ
Ｒ
事
業
、
災
害
対
応
、
教
育
支
援
、

住
民
生
活
、
在
宅
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
、
ま
ち
づ
く
り
、
く
ら
し
づ
く
り
の
各
常
任
委
員

会
が
決
算
を
審
査
（
Ｐ
４
～
７
）、
お
よ
び
付
託
議
案
を
審
議
（
Ｐ
８・９
）
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
採
決
を
行
い
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和３年度　会計別決算総括表
会　計 区分 予算額（A） 決算額（B） 比率（B/A）

一般会計
歳入 127億9829万7000円 127億  12万1097円 99.23％

歳出 127億9829万7000円 121億9817万7036円 95.31％

特
　
別
　
会
　
計

国民健康
保険

歳入 27億1062万4000円 27億5550万5959円 101.66％

歳出 27億1062万4000円 26億8740万 496円 99.14％

後期高齢者
医療

歳入 2億9382万4000円 2億9218万2962円 99.44％

歳出 2億9382万4000円 2億8959万3592円 98.56％

介護保険
歳入 23億4769万8000円 23億4887万6924円 100.05％

歳出 23億4769万8000円 23億  14万  13円 97.97％

宝積寺駅西
第一土地区
画整理事業

歳入 5354万4000円 5359万2122円 100.09％

歳出 5354万4000円 5108万2712円 95.40％

事
業
会
計
※

水道事業
歳入 6億 839万5000円 6億2804万4411円 103.23％

歳出 7億9441万5000円 7億6691万9396円 96.54％

下水道事業
歳入 14億6124万7000円 11億3075万8688円 77.38％

歳出 16億6846万8000円 13億 551万7835円 78.25％

全会計合計
歳入 202億7362万9000円 199億 908万2163円 98.20％

歳出 206億6687万0000円 195億9883万1080円 94.83％

※事業会計の収支額は、収益的収支額＋資本的収支額で記載しています。

第416回定例会　町民の負託に応えた各議員の賛否！
上程された議案＆概要

賛成：○　　反対：×
※　佐藤晴彦議員は議長のため採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

佐
藤
　
晴
彦

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

小
林
　
栄
治

神
林
　
秀
治

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

条例の一部改正　議案第７号
高根沢町下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決 P8
令和３年度決算認定　議案第８号
一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定 P4～7
令和３年度決算認定（特別会計）　議案第９号～11号
・国民健康保険　・後期高齢者医療　・介護保険 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定 ―
陳情　受理番号１号
沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出
を求める陳情の不採択 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 不採択 P8

※この表は、反対のあった議案を載せたもので、全議案の詳細は次ページ左下の二次元バーコードで確認してください。
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私もひと こ と私もひとこと私もひとこと

若手農業者に期待子どもの命を守れ水は生命の源

農業人材力強化総合
　　　支援事業費補助金

1,050万円

　青年等の就農意欲の喚起と就
農後の定着を図るために、就農
初期段階の認定新規就農者に対
して、最長５年間、年間150万円
を上限に資金を交付します。
　令和３年度交付は７人（うち
３人が新規）。

議員のここチェック　

意見　本町は、いちご、玉ねぎ、
トマトなどの園芸作物を推奨し
ている。若手の新規就農者は本
町農業の原動力であり、町の元
気につながる。一層の事業啓発
を求めたい。

通学路安全対策事業費
243万円

　通学路における交通安全確保
のため、教育委員会、道路管理者、
警察等の関係機関
で、通学路安全プ
ログラムに基づい
た点検を実施し、
必要な対策を講じ
ました。

議員のここチェック　

意見　朝の交通ラッシュは、児
童生徒の通学に危険を及ぼす。
　この事業は子どもたちの安全
を期すものであり、対策を講じ
る場所は多くあるのではないか。

水道事業会計
　　　　当年度純利益

6,845万円
資産合計

79億6,262万円

　資産は貸借対照表に表され、土
地や建物、機械等の有形固定資
産と現金預金の保有高、未収金
等の流動資産がある。
　令和３年度は、一般会計から
は1,359万円が出資されている。

議員のここチェック　

意見　令和２年度に比べ、収益
は伸長しているが、営業外収益
が減少している。要因は、一般
会計からのコロナ対策関係補助
金が減ったため。

　農業の後継者不足が懸念され
るなか、補助金を利用して就農
できるのは、就農者にとって心
強いと思います。新規就農者が
増えて、高根沢町の農業の活性
化に繋がればと思います。さら
に周知していって欲しいです。

　通学路の安全対策に事業予
算が盛り込まれ、安全の確保に
向けた効果的な取り組みがなさ
れたのは、評価に値します。
　これからも、子どもたちの安
心安全な環境づくりを切望して
います。

　母国「フィジー」では、当た
り前のように水不足に襲われま
す。高根沢町はタイフーンの時
でも普通に水が使えて素晴らし
いサービスです。水道は飲料水
として使えるし、ノープロブレ
ム。Water is so clean. ミネラ
ルウォーターは必要なしです。

荒井 崇司 さん
（いちご農家）

平石 和枝 さん
（主婦）

サロッテ・レオネ さん
（主婦）

通学路安全
プログラム

臨
時
会・全
員
協
議
会

議
会
活
動

委
員
会
審
議

日
常
調
査
議
会
の
動
き

一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ

決
算
審
査

第
４
１
６
回
定
例
会

5 議会だより たかねざわ（2022・10月号）

私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

令
和
３
年
度
決
算
を
審
査

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
峙

財
政
健
全
化
の
安
定
を
確
認

　
９
月
定
例
会
は
、
主
と
し
て
前
年
度
決
算
を
審
査

す
る
議
会
で
あ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
※
）
の
観
点
か
ら

慎
重
に
審
査
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
広
報
常
任
委
員
が
気
に
な
っ
た
一
般
会

計
の
10
事
業
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
町
民
の

声
を
添
え
て
、
審
議
の
内
容
を
お
届
け
し
ま
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
、plan

・do

・check

・action

の
頭
文
字

町の収入源に町の認知度向上

歳入　ふるさと納税
　　　　　　事業寄附金

1,573万円
歳出　ふるさと納税
　　　　　　奨励事業費

802万円

　ふるさと納税の寄附者に対し、
町の特産品やサービスなどを返
礼品として贈呈します。
　いちごが返礼品として加わっ
たことにより、寄附額が令和２
年度の4.5倍に増加しました。

議員のここチェック　

意見　本町から他市町に流出し
ている寄附金もあり、実質的に
は赤字となっている。
　返礼品のブランド化など、一
層の努力・工夫を求めたい。

「とちぎの星」を活用した
プロモーション事業費

2,954万円

　「大
だいじょうさい
嘗祭」の献上米に選ばれた

高根沢町産「とちぎの星」をきっ
かけに、首都圏の20～40代に向
けたプロモーションを実施しま
した。
　タレントの石川恋さんを起用
した動画広告の配信、Webマー
ケティング調査が行われました。

議員のここチェック　

意見　SNSやテレビ等のマスメ
ディアを活用することは、本町
の魅力を対外的に発信すること
につながる。
　事業の効果が高まるよう、今
後も研鑽に努められたい。

　今日的返礼品は良質な物品に
力点がおかれているようです
が、その慣行的な発想を転換し
て特徴的なサービス行政を返礼
品と特化して、例えば特異な
サービス行政「元気あっぷむら」
への招待等も一案だと思います
が…。

　素晴らしいＰＲ動画ができた
と思います。
　とちぎテレビ、駅やスーパー
等、多くの人に観てもらえる所
で放映しても良かったのでは。
　とちぎの星をイベント等で配
布して高根沢を知ってもらいま
しょう。

佐間田 勝美 さん
（元参議院政審室長）

小堀 真澄 さん
（自営業）
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私もひと こ と私もひとこと私もひとこと

利用したい施設へ町民の力で健康に過ごすために

町民広場陸上競技場
　　　　　　改修事業費

1億1,073万円
（前年度からの繰越事業費）

6,760万円
合計　1億7,833万円

　全面的な芝の張り替え、クレ
イ舗装、雨水排水対策などの工
事を行いました。

議員のここチェック　

意見　２か年にわたり整備さ
れ、養生期間を過ぎた陸上競技
場は、芝のクッション性が高く
損傷回復力も早いと期待される。
　クレイ舗装は競技力を高め、安
全性も確保できる仕上がりであ
る。

まち美化パートナー事業費
４万円

　ボランティアで道路や公園な
どの公共空間の美化清掃等を行
う団体に対し、ごみ袋や手袋な
どを支給しました。

議員のここチェック　

Ｑ　参加団体の数や活動内容は？
Ａ　環境課長
　21団体が登録している。年１
回から、月１回などと、団体に
より活動頻度は異なる。

活動に興味のある
方は町環境課へ
TEL：675-8109
または、町のホームページを↑

健康診査事業費
2,389万円

　疾病の早期発見や重症化防止
のため、健康診査やがん検診を
行っています。

議員のここチェック　

Ｑ　受診状況は？
Ａ　健康福祉課長
　令和２・３年度は、コロナに
よる受診控えで令和元年度に比
べると受診者が少ない。
意見　安価で受診できる。周知
をしっかり行って欲しい。

健康診査の予約は
町保健センターへ
TEL：675-4559
または、町ホームページから↑

　青々と一面に広がる素晴らし
い芝であり、スポーツ、特にグ
ラウンド・ゴルフには最適の仕
上がりで、プレーが楽しみです。
　健康づくり、仲間づくり、生
きがいづくりを図るため多いに
利用したいと思います。

　まち美化意識の高揚と推進を
図るボランティアでの町民参加
活動は、新しい時代の事業形態
と考えます。活動を楽しんでい
る者として、地道な活動を顕在
化し波及させ、数多くの輪が芽
生え育っていくことを望みます。

　特定健診が無料になったこと
はとても有り難いと思います。
　検査結果の説明も受けること
ができて、自分の身体の状態を
知り、生活習慣を振り返る良い
きっかけになりました。

手塚 修一 さん
（町グラウンド

・ゴルフ会長）

阿部 博務 さん
（シルバー大学校ＯＢ

高根沢有志会）

増渕 富士子 さん
（中妻）
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私もひとこと私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

防災は地域からきめ細やかな支援へ子育てに地域の力を

自主防災組織育成事業費
89万円

　地域防災組織の育成と防災力
向上のために、自主防災組織５
団体へ資機材の購入費や活動費
用を助成しました。

議員のここチェック　

Ｑ　地域での活動をしやすくす
るために、助成の要項を変えら
れないか？
Ａ　地域安全課長
　今までの助成は、１団体に１
度50万円までの交付のみだった
が、その後も訓練等で必要な経
費にも毎年、10万円まで助成で
きるよう改正した。

児童生徒多様性支援
　　　　　　　事業費

4,746万円

　個別の支援や特別支援学級等
の支援、相談支援、また不登校
児童生徒を対象にした家庭訪問
型学習支援事業を行いました。

議員のここチェック　

Ｑ　スクールカウンセラー（ＳＣ）
３名で、十分なのか？
Ａ　学校教育課長
　県派遣ＳＣ２名の中学校への
配置に加え、町で３名のＳＣを
小学校に配置することにより、必
要な体制を整備している。
意見　子どもからの相談を担任
だけで抱え込まないよう、チー
ムで対応して欲しい。

ファミリーサポート
　　　　センター事業費

288万円

　ファミリーサポートセンター
は、子どもの預かり等の援助を
利用したい会員と、援助を提供
したい会員からなる組織。利用
する人が、１時間当たり600円程
度を提供する人に支払います。
　センターにアドバイザー１名
を配置し、活動の調整等を行っ
ています。

議員のここチェック　

Ｑ　運営上の課題は？
Ａ　こどもみらい課長
　援助を提供する会員が少ない
こと。

　町からの助成をいただいて、
テントを購入し、炊き出し訓練
や消火訓練を行いました。
　これからも地域の皆さんと協
力しながら、防災活動を続けて
いきたいと思います。

　多様な特性や状況にきめ細や
かに対応するためにＳＣが配置
されていることは学校にとって
大変ありがたいです。困ったと
きにはＳＣに相談でき、具体的
な助言が得られるという環境作
りが今後も必要だと思います。

　誰かのお役に立てることでや
りがいを感じるのは勿論です
が、お子さんの支援に携わるこ
とで自分の子育てを見直す機会
にもなりました。支援している
方にも利用してよかったと伺う
ことができ、とても嬉しいです。

田代 正夫 さん
（太田自主防災会長）

橋本 陽子 さん
（阿久津小学校教諭）

上田 真美 さん
（ファミリーサポート

センター提供会員）
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歳
出

○
保
険
料
補
正
に
伴
う
広
域

連
合
納
付
金
の
減
額

△
１
８
１
万
円

歳
入

○
当
初
保
険
料
確
定
に
よ
る

介
護
保
険
料
の
増
額

１
３
５
８
万
円

○
財
源
調
整
に
よ
る
介
護
給

付
費
準
備
基
金
繰
入
金

の
増
額

２
３
８
４
万
円

○
前
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
の
増
額

４
５
７
３
万
円

歳
出

○
額
の
確
定
に
伴
う
介
護
給

付
費
負
担
金
返
還
金
の

増
額

７
７
０
２
万
円

委
員
会
採
決
結
果

　
全
員
一
致
で
承
認

歳
入

○
当
初
課
税
の
確
定
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
増

額

２
６
０
８
万
円

○
前
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
の
増
額

６
８
１
０
万
円

歳
出

○
財
源
調
整
に
よ
る
財
政
調

整
基
金
積
立
金
の
増
額

８
２
０
０
万
円

○
令
和
３
年
度
保
険
給
付
費

等
交
付
金
償
還
金
の
増
額

７
６
８
万
円

歳
入

○
当
初
保
険
料
確
定
に
よ
る

保
険
料
の
減
額

△
２
２
９
万
円

○
前
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
の
増
額

２
５
８
万
円

○
当
初
課
税
の
確
定
に
よ
る

個
人
町
民
税
の
増
額

１
９
５
９
万
円

○
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
に
伴

う
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
費
国
庫
負

担
金
の
増
額２

２
７
７
万
円

○
子
育
て
支
援
拠
点
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
係
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

国
・
県
交
付
金
の
増
額

　
６
８
４
万
円

○
公
立
保
育
園
・
児
童
館
に

対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
感
染
症
対
策
事
業

費
補
助
金
等
の
計
上

７
４
９
万
円

○
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
に
伴

う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
の
増
額

２
２
７
７
万
円

○
阿
久
津
中
学
校
大
規
模
改

修
に
係
る
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
料
の
計
上

４
４
０
万
円

○
上
高
根
沢
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
土
地
購
入
費
の

計
上

１
６
１
６
万
円

○
戸
籍
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス
料

金
の
減
額
（
債
務
負
担
行

為
補
正
）

△
１
１
１
万
円

省
エ
ネ
の
た
め
に

Q
社
会
教
育
施
設
の

誘
導
灯
の
改
修
と
し

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
る
と
い
う

が
、他
に
も
同
様
の
改
修
が

必
要
な
施
設
は
あ
る
の
か
？

A  

　
主
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
あ

る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
観
点

か
ら
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
た

い
た
め
、
整
備
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
現
在
調
査
し
て

い
る
。

介
護
保
険

半
導
体
不
足
の
影
響
で

Q
戸
籍
シ
ス
テ
ム
機
器

の
納
期
が
遅
れ
る
こ

と
に
よ
る
債
務
負
担
行
為
の

変
更
が
あ
る
が
、こ
れ
に
よ

り
事
務
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
な
い
か
？

A  

　
現
在
の
シ
ス
テ
ム
機
器
を

再
リ
ー
ス
し
、
保
守
業
務
も

継
続
す
る
た
め
問
題
な
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

に
向
け
て

Q
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
関
係

計
画
策
定
事
業
の

先
進
地
と
し
て
、御
殿
場
市

を
視
察
先
と
し
て
選
定
し
た

理
由
は
？

A  

　
脱
炭
素
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
特
に
優
れ
た
民
間
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
研

修
し
て
参
考
と
し
た
い
た
め
。

委
員
会
採
決
結
果

　
全
員
一
致
で
承
認

く
ら
し
づ
く
り
常
任
委
員
会
　審
議
報
告

主
な
質
疑

一
般
会
計補正

予
算

特
別
会
計補正

予
算

主
な
歳
入

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

主
な
歳
出

生
涯
学
習
課
長

住
民
課
長

環
境
課
長

ナイター施設の省エネを！

オミクロン株対応は集団接種か
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普
通
交
付
税

見
込
み
以
上
に

Q
普
通
交
付
税
が
増

額
に
な
り
、臨
時
財

政
対
策
債
が
減
額
と
な
っ
た

要
因
は
？

A  

　
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基

づ
き
当
初
予
算
を
積
算
し
て

い
た
が
、
見
込
み
以
上
の
増

減
が
あ
っ
た
た
め
。

委
員
会
採
決
結
果

　
全
員
一
致
で
承
認

委
員
会
採
決
結
果

　
全
員
一
致
で
承
認

委
員
会
採
決
結
果

　
全
員
一
致
で
承
認

内
容

　
宇
都
宮
都
市
計
画
事
業
高

根
沢
町
宝
積
寺
駅
西
第
一
土

地
区
画
整
理
事
業
の
徴
収
清

算
金
の
権
利
（
債
権
）
を
放

棄
す
る
も
の

委
員
会
採
決
結
果

　
全
員
一
致
で
承
認

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
２
件

と
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た
１

件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
内
容

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
ト
イ
レ
に
盗
撮
目
的
で
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
と
の
報
道

を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、

女
性
の
立
場
か
ら
男
女
別
の

ト
イ
レ
と
す
べ
き
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
採
択

審
査
内
容

　
米
軍
基
地
の
問
題
は
日
本

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、

沖
縄
を
『
捨
て
石
』
と
国
民

は
思
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
国
が
進
め

て
い
る
事
業
に
対
し
て
状
況

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

委
員
会
審
査
の
結
果

　
全
員
一
致
で
不
採
択

陳
情
内
容

　
中
国
共
産
党
は
、
不
当
に

身
柄
を
拘
束
し
た
人
た
ち
か

ら
臓
器
を
強
制
的
に
摘
出
し
、

日
本
人
に
使
っ
て
い
る
可
能

性
が
極
め
て
高
い
。
臓
器
収

奪
を
非
難
し
、
人
権
侵
害
の

即
時
停
止
を
求
め
る
も
の
。

審
査
内
容

　
内
容
に
つ
い
て
事
実
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

委
員
会
審
査
の
結
果

　
全
員
一
致
で
不
採
択

○
普
通
交
付
税
の
増
額

４
億
１
３
１
１
万
円

○
前
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
の
増
額３

億
９
９
４
万
円

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の

減
額△

４
億
２
７
６
１
万
円

○
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額

△
１
億
８
０
０
０
万
円

○
新
庁
舎
整
備
に
係
る
基
礎

調
査
委
託
料
の
計
上

７
７
０
万
円

○
認
定
新
規
就
農
者
等
に
対

す
る
園
芸
作
物
推
進
支
援

事
業
費
補
助
金
の
増
額

８
８
７
万
円

○
下
水
道
処
理
場
の
動
力
費

補
正
に
伴
う
下
水
道
事

業
会
計
出
資
金
の
増
額

７
４
７
万
円

新
庁
舎
整
備
に

 

向
け
て
準
備

Q
新
庁
舎
整
備
事
業

費
の
許
認
可
申
請
の

内
容
は
？

A  

　
本
町
が
宇
都
宮
都
市
計
画

区
域
内
に
あ
り
、
新
庁
舎
の

整
備
規
模
か
ら
考
え
る
と
、

整
備
場
所
が
市
街
化
区
域
で

も
市
街
化
調
整
区
域
で
も
、

開
発
許
可
申
請
が
必
要
に
な

る
た
め
。

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
　審
議
報
告

主
な
質
疑

一
般
会
計補正

予
算

特
別
会
計･

事
業
会
計
補
正
予
算

条
例
制
定
・
改
正

権
利
の
放
棄

主
な
歳
入

主
な
歳
出

総
務
課
長

企
画
課
長

築59年を経過した役場庁舎

第416回定例会の
委員長報告全文

内閣総理大臣等に
提出した意見書

陳
情
審
査

「
女
性
ト
イ
レ
の
維
持

及
び
そ
の
安
心
安
全
の

確
保
を
求
め
る
陳
情
」

「
中
国
共
産
党
に
よ
る

臓
器
収
奪
の
即
時
停
止

な
ら
び
に
人
権
状
況
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
陳
情
」

「
沖
縄
を
『
捨
て
石
』

に
し
な
い
安
全
保
障
政

策
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
」

宝
積
寺
駅
西
第一土
地

区
画
整
理
事
業

水
道
事
業

下
水
度
事
業

高
根
沢
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正

町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例

の
制
定

高
根
沢
町
下
水
道
条

例
の一部
改
正

第
４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

議
会
活
動

日
常
調
査
議
会
の
動
き
一
般
質
問

臨
時
会・全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

特
集
ペ
ー
ジ
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タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
議

員
の
召
集
通
知
や
膨
大
な
資

料
が
保
存
で
き
る
こ
と
、
更

に
検
索
性
も
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
書
類
を
探
す
手
間

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
資
料
や
情
報
が
そ
れ
ぞ
れ

議
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
共
有

さ
れ
、
駆
使
で
き
る
こ
と
か

ら
、
効
率
的
で
迅
速
な
議
会

活
動
の
活
性
化
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
各
議
員
の
情
報
共
有
や

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
緊
急
時

の
情
報
伝
達
、
日
常
で
の
住

民
対
話
へ
の
活
用
、
事
務
局

職
員
の
負
担
軽
減
な
ど
を
目

的
に
、
令
和
３
年
９
月
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
、

紙
資
料
と
の
併
用
、
12
月
定

例
会
か
ら
は
完
全
な
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
情
報
共
有
の
迅
速
化

タブレット端末導入から１年
議会活動パワーアップ

９月定例会の決算審査や各委員会もタブレットで

　
災
害
情
報
の
共
有

　
災
害
時
は
、
災
害
現
場
の

状
況
お
よ
び
近
隣
住
民
か
ら

の
情
報
を
議
会
で
集
約
し
、

町
対
策
本
部
に
提
供
し
連
携

を
図
る
予
定
で
す
。

　
電
話
と
は
違
い
、
全
議
員

一
斉
に
情
報
共
有
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
事
務
局
の
負
担

の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
操
作
習
熟
度
の
向
上

　
当
初
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣

れ
ず
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た

議
員
も
、
次
第
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
多
額
な
税
金
を
使
っ
て
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
操
作
習

熟
度
を
高
め
る
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
費
用
は
ど
の
く
ら
い

〇
導
入
事
業
費

　
令
和
３
年
度
決
算

　
　
　
　
　
　
３
４
０
万
円

〇
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　
令
和
４
年
度
予
算

　
　
　
　
　
　
１
８
０
万
円

ペーパーレス会議システム「moreNOTE」
アプリで、ダウンロードした資料のページ
数を紙の枚数に換算し、シュミレーション
したものです。

第
４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

臨
時
会・全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

日
常
調
査
議
会
の
動
き

一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ

議
会
活
動
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提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
の
額
は
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
に
９
３
８
６
万
７
千

円
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
り
、

財
源
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
が
主
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
中
身
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対

策
」
と
し
て
２
つ
の
事
業
が

対
象
で
し
た
。

①
水
道
料
金
基
本
料
金

の
減
免
措
置

予
算
額
　
４
３
０
０
万
円

　
一
般
家
庭
お
よ
び
事
業
者

の
経
済
的
支
援
を
行
う
た
め
、

基
本
料
金
２
か
月
分
を
減
免

対
象
：
８
～
９
月
請
求
分

　
光
熱
費
が
家
計
を
圧
迫
！

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
や
、
円
安
等
に
起
因
す
る
原
油
の

高
騰
や
小
麦
な
ど
の
食
糧
の
滞
り
に
よ
っ
て
、
消
費
者
物

価
の
値
上
げ
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に
直
面
し
て
い
る
町
民
の
負
荷

を
軽
減
す
る
た
め
に
町
議
会
が
招
集
さ
れ
、
そ
の
対
策
に

係
わ
る
補
正
予
算
を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

②
原
油
価
格
高
騰
緊
急

経
済
対
策

予
算
額
　
５
０
８
６
万
円

　
中
小
事
業
者
等
お
よ
び
農

業
者
の
経
済
的
支
援
を
行
う

た
め
、
令
和
４
年
１
月
か
ら

６
月
ま
で
の
６
か
月
間
に
支

出
し
た
燃
料
費
（
重
油
、
ガ

ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯
油
、
都

市
ガ
ス
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）

の
合
計
か
ら
前
年
同
期
の
支

出
額
合
計
を
差
し
引
い
た
経

費
の
２
分
の
１
を
補
助（
注：

個
人
事
業
主
は
５
万
円
、
法

人
は
10
万
円
に
満
た
な
い
場

合
は
交
付
対
象
外
）

※
な
お
申
請
は
10
月
14
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
向
け
て

　
令
和
５
年
度
経
営
方
針
お

よ
び
予
算
編
成
の
説
明
を
執

行
部
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　
新
規
事
業
は
、「
課
題
解

決
の
た
め
の
緊
急
性
」、「
町

が
関
与
す
べ
き
必
要
性
」、

「
費
用
対
効
果
等
」
の
観
点

か
ら
立
案
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、「
事
務
事
業
の
優

先
度
の
評
価
」
お
よ
び
「
既

存
事
業
の
縮
小
や
廃
止
」
な

ど
抜
本
的
に
見
直
し
、「
限

り
あ
る
資
源
（
ヒ
ト・モ
ノ・

カ
ネ
・
組
織
）
を
有
効
に
活

用
す
る
」
こ
と
を
念
頭
に
取

組
む
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
推
進
の
た
め
の

５
つ
の
重
点
取
組
み

〇
婚
姻
率
お
よ
び
出
生
率
の

県
内
一
位
を
継
続
す
る
た

め
、「
人
口
の
自
然
増
加
」

対
策
の
推
進

〇
「
高
根
沢
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
踏
ま

え
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減

〇
「
役
場
新
庁
舎
の
整
備
、

公
共
施
設
の
適
正
化
」
の

推
進

〇
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
お
よ
び

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の
導

入
」
を
推
進
し
、「
住
民

の
利
便
性
の
向
上
お
よ
び

事
務
の
効
率
化
」

〇
変
化
す
る
町
の
情
勢
を
迅

速
か
つ
正
し
い
形
で
情
報

を
発
信

令和４年度一般会計補正予算を可決
物価高騰　くらしの支援

令和５年度経営方針示される
希望を持てるまちを後世に引き継ぐために

経営感覚を持って予算編成に取組む職員

臨時会
NEWS

全員協議会
NEWS

8月23日

7月29日
第415回議会 第

４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

議
会
活
動

委
員
会
審
議

日
常
調
査
議
会
の
動
き

一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ

臨
時
会・全
員
協
議
会
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町
の
次
年
度
予
算
編
成
は
、
通
常
前
年
の
９
月
か
ら
作

業
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
、
各
会
派
で
政
策
研
究
を
行
い
、
町
づ

く
り
に
必
要
な
施
策
・
予
算
措
置
な
ど
を
ま
と
め
た
提
言

書
を
９
月
13
日
に
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
各
会
派
の
提
出
し
た
提
言
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
宅
地
内
へ
の
雨
水
貯
留

槽
・
雨
水
浸
透
桝
設
置
費

用
の
補
助
を
行
う
予
算
措

置
を
す
る
こ
と
。

〇
学
習
環
境
と
避
難
所
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
、
全

町
有
体
育
館
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
。

〇
圃
場
の
大
区
画
化
に
向
け
、

優
先
的
に
事
業
を
推
し
進

め
る
た
め
の
予
算
措
置
を

確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

〇
町
職
員
の
体
制
見
直
し
・

働
き
や
す
さ
・
業
務
遂
行

に
専
念
で
き
る
環
境
確

保
・
適
正
配
置
の
随
時
検

討
と
、
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

晨
光
の
会

〇
「
地
域
自
治
応
援
制
度
」

や
「
子
育
て
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
」
を
創
設
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
暮
ら
し
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

〇
「
地
域
サ
ロ
ン
」
の
設
置

拡
大
に
向
け
、
町
民
の
福

祉
に
対
す
る
意
識
醸
成
と
、

住
み
慣
れ
た
町
で
住
み
続

け
ら
れ
る
施
策
に
努
め
る

こ
と
。

〇
町
民
が
被
災
し
た
場
合
と
、

救
助
の
立
場
に
回
る
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
、
啓
発

の
強
化
を
図
る
こ
と
。

〇
雨
水
管
理
総
合
計
画
を
策

定
し
、
抜
本
的
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
図
る
こ
と
。

〇
災
害
時
避
難
所
の
整
備
計

画
を
再
考
す
る
こ
と
。

〇
産
科
誘
致
の
早
期
実
現
に

向
け
た
施
策
展
開
を
図
る

こ
と
。

〇
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
授
業

に
関
し
、
民
間
委
託
導
入

の
検
討
を
図
る
こ
と
。

〇
特
別
支
援
教
室
に
、
学
び

の
充
実
を
図
る
た
め
、
多

様
な
視
点
で
学
び
の
ツ
ー

ル
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

〇
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

柱
に
、
若
手
の
育
成
・
農

業
施
策
強
化
を
図
る
こ
と
。

　
こ
の
他
、
町
づ
く
り
未

来
構
想
・
入
札
な
ど
の
的

確
な
運
用
・
小
中
学
生
の

環
境
教
育
・
社
会
教
育
の

充
実
・
公
園
と
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
・
自
転
車
保
険

の
補
助
に
つ
い
て
も
提
言

し
て
い
ま
す
。

新
和
会
・
政
友
会
合
同

〇
定
住
促
進
・
市
街
地
活
性

化
・
地
域
活
性
化
に
向
け
、

下
野
花
岡
駅
周
辺
・
仁
井

田
駅
周
辺
・
町
民
広
場
周

辺
の
、
宅
地
化
調
査
費
を

計
上
す
る
こ
と
。

〇
野
元
川
一
級
河
川
の
格
上

げ
早
期
実
現
に
向
け
、
措

置
を
図
る
こ
と
。

〇
上
高
根
沢
地
区
の
県
道
で
、

朝
夕
の
交
通
量
増
加
に
伴

い
、
横
断
時
の
安
全
確
保

の
た
め
、
信
号
機
設
置
を

栃
木
県
警
察
本
部
に
上
申

す
る
こ
と
。

県
内
外
か
ら

　
　
視
察
に

よ
う
こ
そ
高
根
沢
町
へ
！

　
目
的
に
基
づ
い
て
先
進
的

な
自
治
体
を
調
査
・
研
究
す

る
「
日
常
調
査
」
で
、
本
町

に
来
ら
れ
た
各
議
会
の
方
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
７
月
８
日

益
子
町
図
書
館
建
設

　
　
　
　
　特
別
委
員
会

調
査
内
容
　
図
書
館
の
運
営

○
７
月
14
日

佐
賀
県
議
会

調
査
内
容
　
滞
在
型
道
の
駅

○
７
月
21
日

長
野
県
下
諏
訪
町
議
会

　
　
　広
報
特
別
委
員
会

調
査
内
容
　
議
会
広
報
編
集

○
８
月
８
日

鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会

調
査
内
容
　
議
会
改
革
・
活

性
化

　
お
越
し
い
た
だ
い
た
各
議

会
の
益
々
の
ご
活
躍
と
、
各

自
治
体
の
益
々
の
ご
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
来
町
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

将
来
性
を
高
め
る
要
求

く
ら
し
を
高
め
る
要
求

住
環
境
を
高
め
る
要
求

次
年
度
予
算
編
成
に
向
け

各
会
派
か
ら
町
へ
要
望

各会派の提案書の
全文は、こちらから
アクセス！

議員の想い＝町民の想い　町長はどう受け止めるか？

豊かな町、町民の笑顔あふれる町へ
パパママ応援BOOK表紙より

（イラスト：ひばらさんのデザイン工房）

清
流
会

〇
道
路
冠
水
・
住
宅
浸
水
か

所
に
対
し
、
年
次
計
画
を

立
て
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

第
４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

臨
時
会・全
員
協
議
会

議
会
活
動

委
員
会
審
議

日
常
調
査

一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ

議
会
の
動
き
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本
町
は
、「
高
根
沢
町
食

育
、
地
産
地
消
推
進
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、「
食
で
健

康
！
」「
食
を
感
じ
る
！
」

「
食
を
知
る
！
」
を
食
育
の

目
標
と
し
、
次
の
取
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

○
学
校
の
食
育
指
導
は
、
町

内
小
中
学
校
56
ク
ラ
ス
す

べ
て
で
実
施
。

○
郷
土
料
理
や
伝
統
料
理
と

し
て
、「
し
も
つ
か
れ
」

等
を
提
供
し
て
い
る
が
、

残
食
率
が
高
い
の
が
課
題
。

○
他
市
町
の
給
食
の
交
流
と

し
て
、
益
子
町
の
「
ビ
ル

マ
汁
」
な
ど
を
提
供
。

○
品
目
の
見
た
目
が
寂
し
い

時
が
あ
り
、
品
目
を
追
加

す
る
工
夫
の
継
続
。

○
町
内
の
全
ク
ラ
ス
で
、
家

庭
科
の
授
業
を
使
い
、「
食

事
と
健
康
」
の
授
業
を
実

施
。
授
業
後
は
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
感
謝
の
言
葉
が

多
か
っ
た
。

　「
食
材
に
感
謝
！
」「
地
元

農
産
物
を
知
る
！
」
と
い
う

行
動
理
念
に
基
づ
き
、
町
内

産
農
産
物
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

○
食
材
の
町
内
産
の
活
用
は
、

98
・
75
％
で
、
県
内
１
位
。

米
や
味
噌
な
ど
は
１
０

０
％
、
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン

な
ど
は
50
％
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
築
20

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
施
設
管
理
上
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

○
部
分
的
な
補
修
か
所
は
常

に
あ
り
、
厨
房
機
器
の
老

朽
化
は
顕
著
。

○
室
内
温
度
は
、
37
度
か
ら

38
度
に
な
り
、
湿
度
も
高

く
、
熱
中
症
に
な
り
か
け

た
調
理
員
も
い
る
。
調
理

環
境
の
改
善
が
必
要
。

○
調
理
員
の
配
置
数
も
ギ
リ

ギ
リ
で
あ
る
。
余
裕
を

持
っ
た
人
員
配
置
が
必
要
。

○
配
送
の
問
題
で
、
児
童
数

が
多
い
学
校
は
、
一
度
に

全
部
を
運
ぶ
こ
と
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
配
送
料
を

追
加
し
て
い
る
。

○
食
材
価
格
が
高
騰
し
、
月

１
人
当
り
の
材
料
費
を
２

０
０
円
値
上
げ
し
た
。
デ

ザ
ー
ト
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
努

力
は
し
て
い
る
が
、
限
界

が
あ
る
。

　
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
や
食
育
と
い
う

視
点
か
ら
、
極
め
て
重
要
な

課
題
で
す
。

　
く
ら
し
づ
く
り
常
任
委
員

会
で
は
、
食
育
指
導
や
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
上
の

課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
７

月
20
日
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
視
察
を
行
い
、
栄
養

教
諭
や
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら

話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

調
査
の
目
的

食
育
の
指
導
・
推
進

地
産
地
消

施
設
運
営
の
課
題

学校給食センターの抱えている課題は？

湿
度
の
高
い
中
で
の
給
食
づ
く
り

調
理
環
境
の
改
善
を

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
も
一
緒
に

食
べ
ら
れ
る
ハ
ー
ト
カ
レ
ー

くらしづくり常任委員会日常調査

子どもたちに美味しい給食を

　
視
察
の
日
は
、
年
に
２
回

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
に
配

慮
し
た
給
食
（
ハ
ー
ト
カ

レ
ー
）
で
、
議
員
も
試
食
を

し
ま
し
た
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
は
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
、

深
刻
な
問
題
が
あ
る
た
め
、

普
段
は
弁
当
を
持
参
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
日
は
み
ん
な

と
一
緒
に
給
食
で
す
。

　
調
理
環
境
や
調
理
員
の
人

員
配
置
、
食
材
の
値
上
げ
に

よ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
問
題
な
ど
、

さ
ら
な
る
調
査
・
研
究
を
行

い
、
解
決
に
向
け
町
へ
提
言

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

調
査
を
終
え
て

第
４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

臨
時
会・全
員
協
議
会

議
会
活
動

委
員
会
審
議

議
会
の
動
き

一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ

日
常
調
査

12（2022・10月号）議会だより たかねざわ



議　員
一般質問の
動画はこちら！

賑
わ
い
を
再
び

Ｑ
「TAKANEZAW

A 
RO

CKSIDE M
A

RKET
」
の
早
期
再
開
と
今

年
度
の
開
催
見
通
し
は
？

Ａ  
町
長

　
今
年
度
は
宝
積
寺
駅
前
か

ら
会
場
を
「
道
の
駅
た
か
ね

ざ
わ
・
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

に
変
更
し
、
出
店
者
を
厳
選

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
12
月
に
開
催
の
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

経
済
効
果
を
期
待

Ｑ
町
内
の
魅
力
あ
る

施
設
等
を
、
映
画

や
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
ロ

ケ
地
と
し
て
積
極
的
に
誘
致

し
て
は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長

　
フ※

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

活
動
は
、
ロ
ケ
班
滞
在
に
よ

る
直
接
的
な
経
済
効
果
の
ほ

か
、「
ロ※

ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」等

に
よ
る
二
次
的
な
経
済
効
果

が
期
待
で
き
る
。

　
町
で
は
、
町
観
光
協
会
を

通
し
て
ロ
ケ
候
補
地
の
情
報

を
提
供
し
て
い
る
が
、「
栃

木
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
で
は
、
専
任
の
ス
タ
ッ

フ
を
置
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
誘

致
と
緊
急
時
の
対
応
が
可
能

で
あ
り
、
実
績
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
誘
致
活
動

を
進
め
る
こ
と
が
最
も
効
率

的
・
効
果
的
と
考
え
る
。

　
引
き
続
き
、
ロ
ケ
候
補
地

の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
、
魅

力
発
信
に
努
め
て
い
く
。

タ
レ
ン
ト
起
用
の

効
果
を
実
感

Ｑ
町
ゆ
か
り
の
著
名

人
を
起
用
し
た

「
た
か
ね
ざ
わ
・
タ
ン
タ
ン

大
使
（
仮
称
）
を
創
設
し
、

町
の
魅
力
や
情
報
を
発
信
し

て
は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長

　
町
で
実
施
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
タ
レ
ン

ト
の
石
川
恋
さ
ん
や
漫
才
コ

ン
ビ
の
Ｕ
字
工
事
さ
ん
を
起

用
し
、
そ
の
効
果
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
発
信
し
た
い
情
報
に
合
せ

て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
限
定
し
、

そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
本
町
の

魅
力
を
訴
求
す
る
た
め
の
効

果
的
な
「
演
出
」「
媒
体
」

「
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
が
重

要
で
あ
る
。

　
大
使
創
設
に
つ
い
て
は
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
効

果
・
検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人

の
起
用
も
含
め
て
、
町
の
魅

力
発
信
に
有
効
で
あ
る
か
判

断
し
て
い
く
。

菅谷　英夫
魅
力

発
信
魅
力

発
信

問町の魅力ＰＲ事業の展開を
　答【町長】有効性を検証ながら推進

ロケ地にいかが？
テレビの情報番組などで紹介され人気上昇中のグランピング（元気あっぷむら）

※
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

　
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ

な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
致
し
、

撮
影
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
体
の
こ
と
。

観
光
客
の
増
加
な
ど
の
経
済
効
果

が
見
込
め
、
地
域
活
性
化
策
の
一

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

※
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

　
映
画
・
ド
ラ
マ
・
ア
ニ
メ
な
ど

の
ロ
ケ
地
を
訪
ね
、
風
景
と
食
を

堪
能
し
、
そ
の
地
域
の
フ
ァ
ン
に

な
る
こ
と
。
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
地

域
で
の
持
続
的
な
観
光
振
興
の
取

組
に
つ
な
が
る
観
光
資
源
と
し
て

有
望
で
あ
る
。

町の人口を超える約４万５千人が来場した前回（2019.12.1）の
「TAKANEZAWA ROCKSIDE MARKET」

第
４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

臨
時
会・全
員
協
議
会

議
会
活
動

委
員
会
審
議

日
常
調
査
議
会
の
動
き

一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ

15 議会だより たかねざわ（2022・10月号）

町民の声を
町政に！

一般質問って？
　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、
議員主導で政策的な論議をする場です。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質
問を含め60分以内です。

◆菅谷　英夫　議員…………………… 15
①町の魅力ＰＲ事業の展開を

◆小池　哲也　議員…………………… 16
①町ホームページで災害情報を提供しては
②製品プラスチック回収を

◆野口　昌宏　議員…………………… 17
①中学生に実用英語技能検定の検定料助成を
②スマートフォン等を活用した防災情報発信
の強化を

◆小林　栄治　議員…………………… 18
①次世代へ向けた社会環境づくりは必須
②まちづくり基本条例の共有を

◆森　弘子　議員……………………… 19
①生活支援コーディネーターを町職員に
②市街地の生活道路に待避所の設置を
③女性管理職の登用を

　一般質問の各議員のページにある二次元バーコー
ド、またはYouTubeで「高根沢町議会　第416回」
で検索を！
　DVDは、図書館中央館で
貸し出しています。

※本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

一般質問の動画

　
見
る
、
聞
く
、
知
る
。
少

し
で
も
高
根
沢
町
の
、
今
・

将
来
を
理
解
し
た
い
思
い
で

第
４
１
６
回
議
会
定
例
会
を

傍
聴
し
ま
し
た
。

　
傍
聴
経
験
は
少
な
く
所し

ょ

懐か
い

を
述
べ
る
に
は
汗か

ん

顔が
ん

の
至
り

で
す
が
、
当
該
議
員
の
一
般

質
問
は
、
今
ま
さ
に
町
民
目

線
に
立
っ
た
問
題
点
、
疑
問

点
、
改
善
点
に
関
す
る
も
の

で
し
た
。

　
答
弁
は
現
状
分
析
と
諸
背

景
の
中
か
ら
、出
来
る
も
の
、

出
来
な
い
も
の
を
具
体
的
に

示
し
俯ふ

瞰か
ん

的
に
捉
え
て
お
り

ま
し
た
。

　
真
剣
か
つ
、
一
所
懸
命
な

質
疑
応
答
に
町
議
会
の
健
全

性
と
町
の
将
来
性
を
感
じ
ま

し
た
。
同
時
に
高
根
沢
町
の

ま
ち
づ
く
り
を
理
解
す
る
う

え
で
、
議
会
傍
聴
の
有
意
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

鰺
あじ
坂
さか
　英
えい
一
いち
さん

（光陽台）

一　般　質　問

傍聴者
の声

論
戦

第
４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

臨
時
会・全
員
協
議
会

議
会
活
動

委
員
会
審
議

日
常
調
査
議
会
の
動
き

一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ

14（2022・10月号）議会だより たかねざわ

　会議録は、定例会及び臨時会の終了
後、約３ケ月後に発行しています。
　図書館中央館で閲覧ができます。ま
た、町ホームページの「会議録検索シ
ステム」からご覧になれます。

会　　議　　録

会議録検索システム



議　員
一般質問の
動画はこちら！

Ａ  
町
長

　
利
用
の
対
象
者
や
目
的
が

異
な
っ
て
い
る
た
め
、
統
合

や
共
有
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
な
お
、
防
災
メ
ー
ル
の
登

録
に
つ
い
て
は
、
町
災
害
対

応
訓
練
時
や
保
護
者
の
学
校

連
絡
メ
ー
ル
登
録
時
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
通
し
て
登
録

者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

情
報
発
信
の
強
化
を

Ｑ
７
月
27
日
の
大
雨

で
浸
水
な
ど
の
被

害
が
あ
っ
た
際
、本
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
メ
ー
ル
で

は
避
難
所
開
設
等
の
情
報
提

供
は
さ
れ
た
が
、
宇
都
宮
気

象
台
か
ら
の
注
意
報
や
警
報

は
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
防
災・減
災
の
意
味
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
活
用

し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
防
災

情
報
の
提
供
が
必
要
で
は
？

Ａ  

町
長

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
は
、
防
災
防
犯

メ
ー
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
の
機

能
の
向
上
と
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
情
報
発
信

の
手
法
検
討
と
併
せ
、
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
防
災
情
報
発
信
の
強
化
を

　
答【
町
長
】調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

Ａ  

教
育
長

　
本
町
で
は
、
以
前
か
ら
他

市
町
に
先
駆
け
て
英
語
教
育

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
楽
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら

に
英
語
の
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て

実
用
英
語
技
能
検
定
へ
の
助

成
を
令
和
５
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
、
具
体

的
な
準
備
を
進
め
て
い
く
。

英
語
力
向
上
の
た
め
に

年
１
回
程
度
の
助
成
を

Ｑ
文
部
科
学
省
で
は
、

英
語
力
向
上
の
た

め
に
、
中
学
３
年
生
ま
で
に

実
用
英
語
技
能
検
定
３
級
の

資
格
を
生
徒
の
５
割
以
上
が

取
得
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
る
。

　
他
の
市
町
で
は
す
で
に
検

定
料
の
助
成
を
行
い
、
中
学

生
の
実
用
英
語
技
能
検
定
３

級
取
得
者
が
増
加
し
て
い
る

と
と
も
に
、
英
語
力
の
向
上

が
顕
著
に
み
ら
れ
る
と
の
報

告
が
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
同
様
の

助
成
を
早
急
に
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
？

野口　昌宏
教
育
教
育

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

災
害
情
報
提
供
を

Ｑ
寄
せ
ら
れ
た
情
報

を
住
民
に
、
い
ち

早
く
知
ら
せ
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

　
被
害
状
況
の
画
像
が
見
ら

れ
る
よ
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
直
し
て
は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長

　
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
素
早

く
住
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
す
る
場
合
に
は
、
現

地
確
認
に
よ
る
正
確
な
被
害

現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

配
慮
す
べ
き
個
人
を
特
定
す

る
情
報
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
や
加
工
な
ど
の
処
理
を
施

す
必
要
が
あ
る
。

　
住
民
か
ら
の
写
真
撮
影
等

に
よ
る
被
害
情
報
の
収
集
お

よ
び
そ
の
発
信
の
方
法
に
つ

い
て
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
等

も
含
め
、調
査・研
究
を
行
う
。

問中学生に実用英語技能検定の検定料助成を
　答【教育長】令和５年度から実施したい

英
語
の
授
業
風
景
（
阿
久
津
中
）

７
月
27
日 

大
雨
警
報
時
の
光
陽
台
３
丁
目
付
近
　
ア
パ
ー
ト
と
樹
木
の

間
を
横
断
す
る
道
路
が
水
没
し
て
い
る
（
写
真
提
供
：
世
良
さ
ん
）

出典：「公益財団法人 日本英語検定
協会ウェブサイト」より

防
災
防
災

小
中
学
校
の
保
護
者
連
絡

メ
ー
ル
と
防
災
メ
ー
ル

登
録
の
共
有
化
を

Ｑ
防
災
情
報
を
よ
り

多
く
の
町
民
に
提

供
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の

保
護
者
の
連
絡
メ
ー
ル
の
登

録
と
、
防
災
メ
ー
ル
の
登
録

と
を
共
有
化
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
？
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

Ｑ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
よ
る
海
洋
汚

染
が
世
界
問
題
と
な
っ
て
い

る
。令
和
３
年
６
月
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
に

よ
り
、製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収・
リ
サ
イ
ク
ル
が
可

能
と
な
っ
た
。

　
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回

収
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
？

Ａ  

町
長

　
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

は
、
大
き
さ
や
厚
さ
に
制
限

が
あ
る
な
ど
、
一
括
回
収
に

は
課
題
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
役
場
に

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

主
に
庁
舎
か
ら
排
出
さ
れ
る

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
種
類

や
大
き
さ
、量
な
ど
の
調
査・

検
証
を
行
う
。

　
来
年
度
は
、
使
用
済
小
型

家
電
や
古
着
等
の
資
源
回
収

イ
ベ
ン
ト
の
品
目
に
製
品
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
追
加
し
、
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
回
数
や
実
施

場
所
を
見
直
す
。

　
全
町
で
の
回
収
に
向
け
、

回
収
実
績
や
町
民
の
要
望
、

県
内
外
の
事
例
や
必
要
な
費

用
等
の
調
査
等
を
行
い
、
本

町
に
適
し
た
回
収
を
見
極
め

な
が
ら
取
組
を
進
め
る
。

問
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
を

　
答【
町
長
】全
町
回
収
に
向
け

調
査
・
検
証
を
行
う

危
機
管
理
体
制
の

強
化
が
必
要
で
は

Ｑ
近
年
の
異
常
気
象

は
、
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

　
対
応
人
員
の
配
置
や
、
応

援
体
制
の
確
保
、
併
任
辞
令

な
ど
危
機
管
理
体
制
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
？

Ａ  

町
長

　
自
然
災
害
に
対
し
、
避
難

所
運
営
等
の
た
め
全
職
員
を

配
置
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
は
専
属
部
署

を
設
置
し
て
、
業
務
量
増
加

に
合
わ
せ
機
動
的
に
人
事
異

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
全
職
員
が
主

体
的
に
対
応
す
る
と
の
認
識

を
持
た
せ
て
き
た
こ
と
で
、

危
機
管
理
に
対
す
る
職
員
の

意
識
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
の
経
験
を
も
と
に
、

平
成
25
年
度
に
比
較
し
17
名

を
増
員
し
た
。
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
み
た
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

災
害
情
報
提
供
を

Ｑ
寄
せ
ら
れ
た
情
報

を
住
民
に
、
い
ち

早
く
知
ら
せ
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

　
被
害
状
況
の
画
像
が
見
ら

れ
る
よ
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
直
し
て
は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長

　
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
素
早

く
住
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
す
る
場
合
に
は
、
現

地
確
認
に
よ
る
正
確
な
被
害

現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

配
慮
す
べ
き
個
人
を
特
定
す

る
情
報
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
や
加
工
な
ど
の
処
理
を
施

す
必
要
が
あ
る
。

　
住
民
か
ら
の
写
真
撮
影
等

に
よ
る
被
害
情
報
の
収
集
お

よ
び
そ
の
発
信
の
方
法
に
つ

い
て
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
等

も
含
め
、調
査・研
究
を
行
う
。

情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
て
は

Ｑ
災
害
時
に
は
、
情

報
の
収
集
と
状
況

把
握
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
被
害
状
況
を
素
早
く
把
握

す
る
た
め
に
、
住
民
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
状
況
を

撮
影
し
て
町
に
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
「
情
報
収

集
シ
ス
テ
ム
」
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長

　
町
で
は
、
町
消
防
団
や
住

民
か
ら
の
「
地
域
か
ら
の
情

報
」、
道
路
や
町
有
施
設
の

巡
回
点
検
に
よ
る
「
町
で
把

握
す
る
情
報
」、
災
害
協
定

に
基
づ
く
「
事
業
所
か
ら
の

情
報
」
の
３
つ
か
ら
、
現
地

確
認
を
行
い
町
全
体
の
被
害

状
況
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
限
ら
ず
、
電
話

に
よ
る
方
法
以
外
に
も
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
写
真
添

付
に
よ
り
情
報
提
供
を
受
け

る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

情
報
情
報 小池　哲也

環
境
環
境

製品プラスチック回収により、
回収が対象となる製品

問町ホームページで災害情報を提供しては
　答【町長】情報発信方法を調査研究していく 第
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

　
現
状
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

同
士
の
ゆ
ず
り
合
い
等
で
概

ね
問
題
な
く
交
互
通
行
で
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
待
避
所

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策

Ｑ
宝
積
寺
市
街
地
の

狭
い
道
路
に
対
し

て
、
緊
急
措
置
と
し
て
民
地

を
買
収
し
、
待
避
所
の
設
置

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長

　
道
路
整
備
に
係
る
予
算
は
、

膨
大
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市

街
地
の
道
路
網
を
一
斉
に
整

備
す
る
こ
と
は
財
政
上
不
可

能
で
あ
る
。

　「
高
根
沢
町
道
路
網
整
備

計
画
」
に
お
け
る
「
道
路
整

備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
整
備

時
期
を
「
短
期
」
と
「
長
期
」

に
分
け
て
整
備
し
て
い
る
。

補
聴
器
で
快
適
生
活

Ｑ
聴
力
の
低
下
に
よ

り
、
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
、

補
聴
器
購
入
の
財
政
支
援
を

行
う
考
え
は
？

Ａ  

町
長

　
加
齢
に
よ
る
聴
力
の
低
下

に
つ
い
て
は
、
認
知
機
能
の

衰
え
が
進
行
し
や
す
い
と
い

う
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

窓
口
で
相
談
に
来
ら
れ
た
方

に
は
、
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に

定
期
的
に
聴
力
検
査
を
行
い
、

医
師
の
診
断
を
仰
ぎ
、
補
聴

器
の
使
用
を
進
め
る
。

　
町
独
自
の
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。

問
市
街
地
の
生
活
道
路
に

　
　
　
待
避
所
の
設
置
を

　
答【
町
長
】ゆ
ず
り
合
い
で

交
互
通
行
可
能

見
守
り
体
制

Ｑ
自
治
会
が
高
齢
者

の
見
守
り
体
制
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
研
修
を

行
う
費
用
の
財
政
支
援
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長

　
住
民
主
体
の
体
制
づ
く
り

は
、
自
治
会
も
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
自
治
会
に
限
ら
ず
、

様
々
な
団
体
や
有
志
に
よ
る

取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
。

　
補
助
あ
り
き
で
行
政
主
導

で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
第
一
層
協
議
体
と
の
協
議

な
ど
も
十
分
に
重
ね
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
く
。

生
活
支
援
体
制
づ
く
り

Ｑ
「
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」を
行
う
上
で
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

　
さ
く
ら
市
は
、
市
の
職
員

と
し
て
３
名
雇
用
し
、
同
じ

フ
ロ
ア
で
行
政
と
一
体
的
に

な
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
今
後
、
町
職
員
と
し
て
雇

用
し
て
い
く
考
え
は
？

Ａ  

町
長

　
現
在
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
２
名
委
託
し
、
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。

　
行
政
主
導
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

「
地
域
支
え
合
い
推
進
員
」

と
呼
ば
れ
、
様
々
な
相
談
や

地
域
活
動
支
援
に
普
段
か
ら

取
り
組
み
、
地
域
の
人
々
や

団
体
と
の
信
頼
関
係
が
厚
く
、

実
情
に
も
精
通
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
職
員
と
し
て
雇

用
す
る
予
定
は
な
い
。

森　　弘子
生
活

支
援
生
活

支
援

問生活支援コーディネーターを町職員に
　答【町長】雇用の予定はない

支援体制を協議する※第一層協議体

狭い道路に待避所を設置して安全対策を！

北区 南区 安
全

対
策
安
全

対
策

※地域の多様な主体で構成し、
高齢者が地域で安心して生活
していくためには、どのよう
な支え合いが必要かを話し合
う場
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Ａ  

町
長

　
現
在
の
自
治
会
加
入
率
の

低
下
は
、
地
域
に
お
け
る
生

活
様
式
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

在
り
方
が
、
時
代
と
と
も
に

変
化
し
て
き
た
結
果
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

　
一
方
で
は
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
や
自
主
防
災
組
織
が

形
成
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出
来
つ
つ

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
民

が
地
域
の
中
で
活
躍
で
き
る

機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
町
で
は
「
地
域
経

営
計
画
」
に
お
け
る
施
策
を

展
開
す
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ

く
り
の
責
務
で
あ
り
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

日
常
の
活
動
か
ら

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
役
で
あ
る
町
当

局
は
、自
治
会
の
加
入
率
の

現
状
を
ど
う
捉
え
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」を
ど
う
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

Ａ  

教
育
長

　
平
和
の
大
切
さ
を
次
世
代

に
広
め
て
い
く
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
人
権
教

育
や
道
徳
教
育
の
充
実
を

図
っ
た
り
し
て
、
平
和
を
尊

重
す
る
心
を
育
成
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、児
童
生

徒
が
課
題
意
識
を
も
っ
て
平

和
に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
平
和
教

育
を
実
践
し
て
い
き
た
い
。

平
和
こ
そ
が

生
き
る
力
に
な
る

Ｑ
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
が
続
い
て
お
り
、
そ

の
影
響
で
世
界
に
緊
張
が

走
っ
て
い
る
。我
が
国
で
は
、

戦
後
77
年
が
過
ぎ
、
平
和
に

対
す
る
意
識
が
と
お
の
い
て

き
た
き
ら
い
が
あ
る
。

　
こ
の
状
況
か
ら
、次
世
代
に

向
け
た
平
和
教
育
は
欠
か
せ

な
い
。本
町
の
取
り
組
み
は
？

異
常
気
象
に
対
峙

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ンシテ

ィ
宣
言

Ｑ
本
町
は
５
月
31
日

に
、
２
０
５
０
年

に
向
け
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
発
し
た
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
行
動

指
針
に
基
づ
い
て
宣
言
を
現

実
的
な
も
の
に
す
る
の
か
？

Ａ  

町
長

　
今
年
度
は
先
進
地
の
事
例

の
収
集
や
気
候
変
動
や
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
・
事
務
事
業
編
」
の
策
定

向
け
た
作
業
を
始
め
て
い
る
。

　
来
年
度
は
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
や
吸
収
量
、
削
減
の

可
能
性
を
調
査
し
、
地
域
特

性
に
合
わ
せ
た
総
合
的
な
指

針
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
目
指
す
た

め
、
実
行
計
画
の
区
域
施
策

編
を
策
定
し
、
本
町
ら
し
い

対
策
と
施
策
に
取
り
組
ん
で

行
く
。

問
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

　
　
　
　
　
　
の
共
有
を

　
答【
町
長
】相
互
の
立
場
や

特
性
を
尊
重

自
治
自
治

小林　栄治

問次世代に向けた社会環境づくりは必須
　答【町長】未来のため、できることから

未
来
未
来

戦地で非業の死を遂げた861柱を祀る「慰霊の碑」（町民広場）

すごいぞ！地域の力（花岡地内）
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高
根
沢
の
シ
ン
ボ
ル
を

宮み
や

原は
ら

麻ま

衣い

さ
ん（
阿
中
２
年
）

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
な
ど
が

で
き
て
、
高
根
沢
町
に
観
光

す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
帰
り
に
見
ら
れ
る
町
の
シ

ン
ボ
ル
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

議
員
か
ら

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
は
、
城

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
町
の
シ

ン
ボ
ル
の
一
つ
。
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
思
う
も
の
が
あ
れ

ば
、
町
に
提
案
し
ま
し
ょ
う
。

鬼
怒
川
に
大
人
も
遊
べ

る
場
所
を

小こ

堀ぼ
り

聖せ

奈な

さ
ん（
阿
中
２
年
）

　
鬼
怒
川
を
利
用
し
て
、
中

学
生
か
ら
大
人
ま
で
遊
べ
る

場
所
を
つ
く
れ
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

校
舎
の
点
検
は

川か
わ

田た

元も
と

暉き

さ
ん（
阿
中
２
年
）

　
校
舎
の
床
な
ど
の
点
検
回

数
を
増
や
し
、
地
震
な
ど
へ

の
安
全
確
認
を
し
て
欲
し
い

で
す
。

議
員
か
ら

　
校
舎
の
安
全
点
検
は
法
律

や
学
校
独
自
に
定
め
た
基
準

に
従
い
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
学
べ

る
学
校
で
あ
る
た
め
に
、
必

要
な
修
繕
が
あ
れ
ば
議
会
と

し
て
も
対
応
を
す
る
よ
う
訴

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手て

塚つ
か

一か
ず

輝き

さ
ん（
北
中
３
年
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ネ
ッ
ト
は

張
り
替
え
て
欲
し
い
で
す
。

議
員
か
ら

　
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
優
先
順
位
の
高
い

方
か
ら
改
修
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
必
要
な
修
繕
に

つ
い
て
は
随
時
早
急
に
対
応

し
て
い
た
だ
く
よ
う
教
育
委

員
会
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

校
則
の
見
直
し
を

荒あ
ら

井い

咲さ

良ら

さ
ん（
北
中
３
年
）

　
服
装
や
髪
形
な
ど
の
校
則

の
見
直
し
を
し
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

議
員
か
ら

　
校
則
の
見
直
し
は
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
通
達
も
あ
り

ま
す
。

　
各
学
校
で
皆
さ
ん
の
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
見
直
し
を

し
て
い
け
る
よ
う
、
議
会
か

ら
も
教
育
委
員
会
に
提
言
し

て
い
き
ま
す
。

民
間
施
設
の
利
用
を

平ひ
ら

山や
ま

浩こ
う

暉き

さ
ん（
北
中
３
年
）

　
水
泳
の
授
業
を
、
芳
賀
町

で
は
学
校
以
外
の
施
設
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の

室
内
プ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
員
か
ら

　
現
在
本
町
の
小
中
学
校
に

は
室
内
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
民
間
施
設
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
調

査
し
、
教
育
委
員
会
に
提
言

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
施
設
の
充
実
を

齋さ
い
と
う藤
朝あ

さ

陽ひ

さ
ん（
阿
中
３
年
）

　
校
舎
・
グ
ラ
ン
ド
等
の
整

備
な
ど
教
育
施
設
を
充
実
し

て
欲
し
い
で
す
。

町
全
体
と
し
て
必
要
な
こ
と
は

テ
ー
マ
２

議
員
か
ら

　
鬼
怒
川
沿
い
に
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
そ
の

中
に
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

一
番
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
４
号
に
国
道
４
０
８

号
が
接
続
す
る
の
で
、
今
後
、

議
員
と
し
て
も
研
究
し
て
い

き
た
い
で
す
。

安
全
な
道
路
に

加か

藤と
う

翔し
ょ
う

太た

郎ろ
う
さ
ん（
北
中
３
年
）

　
通
学
路
に
穴
が
あ
い
て
い

て
、
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
が
は

ま
り
、
パ
ン
ク
し
た
り
し
て

危
険
な
の
で
、
改
修
工
事
を

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

議
員
か
ら

　
町
で
は
、
安
心
安
全
な
道

路
整
備
を
推
進
し
て
お
り
、

特
に
通
学
路
は
最
優
先
課
題

と
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
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町
議
会
で
は
、
町
民
と
議
員
が
対
話
を
し
な
が
ら
課

題
の
共
有
と
解
決
に
向
け
検
討
す
る
「
カ
フ
ェ
・
ド
・

ギ
カ
イ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
25
日
に
は
、
中
学
生
13
名
と
「
大
人
に
な
っ
て

も
住
み
続
け
た
く
な
る
町
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
活
発
な
発
言
に
対
し
て
、
議
員
が
緊
張
し

な
が
ら
回
答
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
楽
し
く
学
習

鈴す
ず

木き

諒り
ょ
う
香か

さ
ん（
北
中
３
年
）

　
学
習
時
間
が
増
え
る
よ
う

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
家
に
持

ち
帰
り
た
い
で
す
。

議
員
か
ら

　
利
用
方
法
の
制
限
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

よ
り
よ
い
学
習
環
境
を
整
備

で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

学
習
効
率
を
上
げ
る
た
め
に

猿さ
る

渡わ
た
り

健け
ん

多た

さ
ん（
阿
中
３
年
）

　
授
業
で
は
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
を
使
い
資
源
の
有
効
利
用

を
す
べ
き
で
す
。

　
学
習
効
率
を
あ
げ
る
た
め
、

プ
リ
ン
ト
で
は
な
く
ノ
ー
ト

を
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員
か
ら

　
学
習
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

皆
さ
ん
の
学
習
を
よ
り
よ
く

向
上
す
る
た
め
の
方
法
で
す
。

教
科
や
学
習
内
容
に
よ
っ
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
プ
リ
ン
ト
等

を
使
い
分
け
な
が
ら
学
び
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
校
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は

テ
ー
マ
１

若き意見を町政に
中学生とのカフェ・ド・ギカイ
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⑤
教
育
制
度
等

　
小
中
学
校
間
の
交
流
は
児

童
生
徒
や
教
員
で
検
討
し
て

い
く
と
と
も
に
、
教
育
委
員

会
は
各
校
に
指
導
助
言
を
し

て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
外
部

指
導
員
の
活
用
に
つ
い
て
も

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。

⑥
商
店
の
充
実

　
町
の
「
定
住
人
口
増
加
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
着
実
に
進

め
る
と
共
に
、
飲
食
店
な
ど

の
購
買
環
境
の
充
実
に
向
け

て
、
町
か
ら
関
係
機
関
に
働

き
か
け
協
議
に
よ
る
町
・
地

域
づ
く
り
に
励
む
こ
と
。

と
。
ま
た
、
鬼
怒
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
が
さ
ら
に
活
用
の
範

囲
が
広
が
る
よ
う
県
な
ど
に

も
要
望
し
て
い
く
こ
と
。

②
道
路
整
備
や
交
通
安
全

　
危
険
か
所
へ
の
早
急
な
対

応
と
と
も
に
、
生
徒
の
声
を

聞
く
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
。

③
山
林
や
空
き
地
の
整
備

　
適
切
な
管
理
を
す
る
と
と

も
に
、
通
行
等
で
支
障
が
出

た
場
合
は
随
時
指
導
を
す
る

こ
と
。
ま
た
、
河
川
愛
護
の

状
況
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

④
町
有
施
設
の
充
実

　
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け

つ
つ
、
新
庁
舎
の
整
備
に
合

わ
せ
て
よ
り
充
実
し
た
施
設

に
な
る
よ
う
協
議
し
て
い
く

こ
と
。

④
学
校
施
設
の
充
実
や
安
全

確
保

　
利
用
す
る
生
徒
の
声
を
受

け
止
め
、
早
期
に
点
検
や
改

修
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く

り
を
す
る
こ
と
。

⑤
校
則

　
今
の
時
代
に
あ
っ
た
校
則

と
す
る
た
め
、
生
徒
と
学
校

が
協
議
し
て
進
め
る
よ
う
教

育
委
員
会
か
ら
各
校
に
指
導

助
言
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
行
き
過
ぎ
た
校
則

が
な
い
か
教
育
委
員
会
で
適

時
点
検
す
る
こ
と
。

①
町
の
新
た
な
魅
力
創
造

　
田
ん
ぼ
な
ど
町
の
魅
力
を

活
か
し
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

新
た
な
構
想
に
取
り
組
む
こ

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
活
用

　
学
習
環
境
に
見
合
っ
た
活

用
を
す
る
と
と
も
に
、
適
切

な
使
い
方
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
で
検
証
し
、
学
校
へ
指

導
助
言
す
る
こ
と
。

②
学
校
行
事

　
生
徒
の
意
志
を
尊
重
し
た

内
容
と
な
る
よ
う
、
教
育
委

員
会
か
ら
各
校
に
指
導
助
言

す
る
こ
と
。

③
部
活
動

　
国
で
部
活
動
の
民
間
移
行

が
検
討
さ
れ
る
中
、
本
町
に

お
い
て
も
よ
り
充
実
し
た
部

活
動
の
あ
り
方
を
教
育
委
員

会
で
検
証
す
る
こ
と
。

議
会
か
ら
町
へ
　中
学
生
の
想
い
を

テ
ー
マ
１
　
学
校
生
活
を

　
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

テ
ー
マ
２
　
町
全
体
と
し

　
て
必
要
な
こ
と
は

議会報告会
（カフェ・ド・ギカイ）
の結果

　
中
学
生
か
ら
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
町
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
９
月
13
日
に
町
に
対
す
る
提

言
書
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

佐藤議長（右）から加藤町長に
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猿さ
る

渡わ
た
り

健け
ん

多た

さ
ん（
阿
中
代
表
）

　
今
日
の
議
会
を
と
お
し
て
、

自
分
と
違
う
視
点
で
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
の
人
の
意
見
は
共
感
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
僕
の

頭
の
中
に
は
な
か
っ
た
別
の

意
見
が
聞
け
た
り
し
て
、
良

か
っ
た
で
す
。

平ひ
ら

山や
ま

浩こ
う

暉き

さ
ん（
北
中
代
表
）

　
様
々
な
立
場
の
人
た
ち
と

話
し
合
っ
て
、問
題
の
改
善・

解
決
を
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
後
の
高
根
沢
町
に
と
っ
て

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
行

動
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

一
員
と
な
り
た
い
で
す
。

議
員
か
ら

　
地
域
の
人
と
の
交
流
は
、

お
互
い
に
学
び
合
え
る
貴
重

な
場
。
交
流
機
会
の
実
現
に

向
け
て
、
学
校
内
で
話
し

合
っ
た
り
、
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
に
相
談
し
た
り
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

地
域
と
の
か
か
わ
り
を

石い
し

井い

こ
こ
ろ
さ
ん（
阿
中
２
年
）

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
地
域

の
人
と
か
か
わ
る
こ
と
が
少

な
く
、
中
学
生
と
地
域
の
人

が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を

川か
わ

津づ

賢け
ん

心し
ん

さ
ん（
阿
中
３
年
）

　
中
学
生
で
も
ナ
イ
タ
ー
利

用
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
簡
単
に

使
用
で
き
る
よ
う
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

議
員
か
ら

　
町
の
施
設
の
利
用
申
請
は

可
能
で
す
が
、
担
当
の
先
生

と
良
く
話
し
合
っ
て
、
学
校

を
通
し
て
意
見
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

山
や
森
の
整
備
を

小お

野の

﨑ざ
き

瑠る

奈な

さ
ん（
北
中
３
年
）

　
町
は
緑
が
多
く
て
良
い
の

で
す
が
、
整
備
さ
れ
て
い
な

い
草
む
ら
が
あ
り
、
草
が
多

く
生
え
て
い
る
の
を
見
る
と

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
か
ら

　
整
備
さ
れ
て
い
な
い
要
因

は
、
管
理
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
ひ
ど
い
所
は
、
町
の

担
当
課
が
草
刈
り
等
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
日
常
調
査
で
土

地
利
用
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
を
終
え
て

参加した中学生に
アンケート

Ｑ　カフェ・ド・ギカイに参加して
　得るものがあった　12名
　無回答　１名
Ｑ　町議会への期待度について
　期待している　12名
　無回答１名
Ｑ　高根沢町が好きですか
　好き　９名
　まあまあ好き　４名

  好き・まあまあ好きの理由　　
・素晴らしい環境
・地域の人が皆優しく自然が豊か
・いろいろなところに個性がある
・町民に寄りそった町だから

  その他の意見
・議会ってどんな所か知ることが
できて良かった。
・自分たちの声が議会の人たちに
届いて嬉しかった。
・自分たちの意見が町に反映され
るといいと思った。

  アンケートの結果から
　中学生の期待に応えられるよう、
常任委員会の日常調査などで、更
に研究を進めていきます。

第
４
１
６
回
定
例
会

決
算
審
査

臨
時
会・全
員
協
議
会

議
会
活
動

委
員
会
審
議

日
常
調
査
議
会
の
動
き
一
般
質
問
特
集
ペ
ー
ジ
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オ
ー
ボ
エ
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
？

　
　

中
学
の
吹
奏
楽
部
で
１

年
生
の
時
に
フ
ル
ー
ト
を
、

２
年
生
か
ら
オ
ー
ボ
エ
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　

町
の
図
書
館
で
借
り
た
宮

本
文
昭
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
い

て
そ
の
音
色
に
憧
れ
、
そ
の

後
オ
ー
ボ
エ
を
選
び
ま
し
た
。

　
　

西
小
・
阿
久
津
中
の
卒

業
生
で
す
が
、
小
中
学
校
で

心
に
残
る
思
い
出
は
？

　
　

西
小
も
阿
久
津
中
も
、

の
び
の
び
と
過
ご
せ
た
の
で

楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
や
は
り
中
学
の
部
活
動
で
、

吹
奏
楽
を
通
し
て
心
か
ら
音

楽
を
好
き
に
な
り
、
３
年
生

の
頃
に
「
将
来
も
音
楽
の
道

に
進
も
う
」
と
強
く
決
心
し

ま
し
た
。
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温かみの中に芯がある

オーボエの音色は

　　不思議な魅力

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

　
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
東
京

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
や
栃
木
県
交
響
楽
団

等
と
共
演
。
ラ
ジ
オ
番
組

や
テ
レ
ビ
朝
日
「
題
名
の

な
い
音
楽
会
」
等
の
テ
レ

ビ
出
演
も
多
数
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
高
根

沢
町
、
日
本
を
代
表
す
る

オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
山
本
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

全
国
各
地
を
演
奏
で
行

か
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
や

人
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
、

何
か
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　
　

地
域
に
よ
っ
て
客
席
の

雰
囲
気
は
全
然
違
う
の
で
、

お
客
さ
ん
の
反
応
を
見
な
が

ら
演
奏
や
ト
ー
ク
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
制
限
が
あ
る
中
で

す
が
、
終
演
後
は
会
場
の
近

く
の
飲
食
店
等
を
利
用
し
、

地
元
の
方
と
交
流
し
な
が
ら
、

感
謝
を
伝
え
る
こ
と
ま
で
が

私
た
ち
演
奏
家
に
出
来
る
こ

と
で
あ
り
、
旅
仕
事
の
醍
醐

味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
の
目
標
や
夢
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
と
ち
ぎ
未
来
大
使
」
と

し
て
も
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
県
内
で
演

奏
す
る
機
会
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
県
外
に
向
け
て
も
栃

木
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
高
根
沢
町
の
文
化

の
発
展
に
も
貢
献
で
き
る
よ

う
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

高
根
沢
町
に
つ
い
て
思

う
こ
と
や
望
む
こ
と
は
？

　
　

高
根
沢
町
は
小
中
学
校

の
金
管
バ
ン
ド
部
や
吹
奏
楽

部
の
活
動
が
と
て
も
盛
ん
で
、

コ
ン
ク
ー
ル
等
で
も
毎
年
素

晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。
音
楽
に
興
味
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
卒
業
後

も
音
楽
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、

町
民
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
演

奏
会
や
交
流
事
業
な
ど
の
機

会
が
も
っ
と
増
え
る
と
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

最
後
に
、
高
根
沢
町
は

好
き
で
す
か
？

　
　

お
い
し
い
空
気
と
水
、

新
鮮
な
お
米
や
野
菜
、
綺
麗

な
星
空
が
大
好
き
で
離
れ
ら

れ
ま
せ
ん
！
（
笑
）

～
取
材
を
終
え
て
～

　

素
晴
し
い
経
歴
と
実
績
に

加
え
、
そ
の
人
柄
や
思
い
に

も
感
動
さ
せ
ら
れ
、
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　

｢

た
か
ね
ざ
わ
の
星｣

と

し
て
、
是
非
、
一
緒
に
音
楽

で
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。	

（
菅
谷
）

音
色
に
憧
れ
て

地
域
に
感
謝
の
意
を

町
の
文
化
発
展
へ

中
学
の
部
活
で
決
心

∞プロフィール∞
お 住 ま い：	宝石台
学　　　歴：	東京藝術大学、同大学院、英国王立音楽院修士課程修了
受　賞　歴：	第18回コンセーレ・マロニエ21木管部門第２位（2013年）
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	 第88回日本音楽コンクールオーボエ部門第１位（2019年）
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QA

山
やま

本
もと

　楓
かえで

さん

小学校でのアウトリーチ活動
《アウトリーチとは出張・出前
サービスのこと》

宇
女
高
Ｏ
Ｇ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演

QA

QA町
民
ホ
ー
ル
の
活
用
を

QA

QA

マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

　

９
月
定
例
会
と
町
内
中
学

生
を
議
会
に
招
い
た
初
の
試

み「
中
学
生
と
の
カ
フ
ェ・ド・

ギ
カ
イ
」
を
中
心
に
お
届
け

し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
「
手
に
と
っ
て
読
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
、
広
報

委
員
６
人
、
奮
闘
中
で
す
。

　

感
想
な
ど
の
お
便
り
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
下
記
住
所
・
町
議
会
宛
て
）

QA


